
１．気象経過 
台風第4号は、7月9日カロリン諸島近海で発生した。大型で非常に強
い勢力に発達した後、13日には沖縄本島の西海上を北上した。14日
には大型で強い勢力のまま鹿児島県大隅半島に上陸し、その後勢
力を弱めながら15日かけて本州の南岸を東に進んだ。静岡県に接近
した15日9時には中心気圧は975hPa、最大風速30m/s。暴風域は沿
岸部をかすめる程度であったが、台風からの暖かく湿った風が県内
に流入し、長時間雨が続いた。アメダス富士では、24時間雨量が15
日10時0分までに316mmとなり観測史上1位を更新した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県気象災害小史 
事例  No52 

2007年7月15日9時 
地上天気図 台風経路図 

アメダス 日雨量   
7月14日  

アメダス １時間雨量（正10分毎） 
7月13日～15日における最大値  

アメダス ３日間雨量  
7月13日～16日 

２．大雨の原因、特徴 
南岸低気圧のような進路となったが、暖かく湿った南風が強かった
ため、日本海低気圧の様に、中部、西部の山沿いから山地及び富
士山南西で雨量が多くなった。本事例は、次第に勢力が弱まったこ
と、台風本体の発達した雨雲が中心より南側に分布していたことに
より、非常に激しい雨となったのは局所的であった、それにも関わら
ず、強雨が長時間続いたことから多くの浸水害が発生した。総雨量
が多いところに猛烈な雨が降れば、さらに大規模な災害となること
から、今後の類似台風においても、本体周辺の降水分布や進路を
踏まえ、警戒が必要である。 
３．被害概要 

被害数は、静岡県  平成19年における災害の状況による 

アメダス 日雨量   
7月15日 

４．アメダス雨量分布図 

５．アメダス雨量時系列変化図 

2007年7月15日9時 
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解析雨量（１時間雨量） 
2007/7/13～7/15 
期間内毎正時における 
1時間雨量の最大値 

解析雨量（３時間雨量） 
2007/7/13～7/15 
期間内毎正時における 
3時間雨量の最大値 

解析雨量（２４時間雨量） 
2007/7/13～7/15 
期間内毎正時における 
24時間雨量の最大値 

解析雨量（６時間雨量） 
2007/7/13～7/15 
期間内毎正時における 
6時間雨量の最大値 

解析雨量（１２時間雨量） 
2007/7/13～7/15 
期間内毎正時における 
12時間雨量の最大値 

解析雨量（２日間雨量） 
2007/7/14～7/15 

解析雨量（３日間雨量） 
2007/7/13～7/15 

解析雨量と浸水害分布図から
わかる大雨の特徴 
 
特徴的には中部、西部の山地と富士山周
辺を中心に雨量が多くなっている。１時間
雨量では、非常に激しい雨がまばらに分布
している程度であるにも関わらず、３時間
雨量では広い範囲で80mm以上を観測し
ている。極端な強雨は無かったものの1時
間30mm前後の雨が長時間続き、浸水害と
なったと考えられる。 

７．床上、床下浸水被害分布図 
                                           （市町毎） 

６．解析雨量分布図 

被害数は、静岡県  平成19年における災害の状況による 



解析雨量（１時間雨量） 
2007/7/15 7時 

解析雨量（日雨量） 
2007/7/15 

解析雨量（３時間雨量） 
2007/7/15 
5時～7時 

アメダス地点観測史上1位を更新 

気象官署の記録 

波浪観測値（最大値） 

潮位観測値（最大値） 

８．その他の記録 
8-1 降水ピーク時の解析雨量分布図 

8-2 台風第４号の記録 


